
社会的養護のあり方に関する専門委員会

主 な 検 討 課 題

資料 1

1 ．社会的養護のあ り方 について
○ 社会的養護の目的
○ 施設養護と家庭的養護の果たすべき機能と協働等

○ 多様なニーズに応えるサービスのあ り方

○ その他

2 ．施設養護のあり方（施設サービス体系のあり方等）について

○ ケア形態の小規模化（子どものニーズに対応する家庭的・個別的ケア等の強化）

とその支援のあり方

○ 施設サービス体系のサポー トのあ り方

○ 生活機能、治療機能及び教育機能などのケア機能強化
○ 子どもに対する連続的なケアの提供

○ ケア担当職員の質的・量的な確保
○ 地域支援機能などの在宅支援機能強化

○ 一時保護機能のあり方 等

3 ．家庭的養護（里親・グループケア等）のあり方について
○ 里実見制度の普及・啓発

○ 専門性の確保

○ 里親機能の拡充
○ 里実見支援の強化 等

4 ．家族関係調整及び地域支援について

○ 家族への支援や親権者との関係調整
○ 関係機関との連携、地域におけるサポー トシステムの確立 等

5 ．年長の子どもや青年に対する自立支援について
○ 年長の子どもや青年に対する支援 （自立生活・住居・就労・ 進学等）のあり方
○ 自立援助ホームの機能や役割の強化 等

6 ．社会的養護の質の向上
○ 子どもの権利擁護の弓垂化

○ 施設入退所等に関するアセスメン トの策定

○ 支援プログラムのあり方（個々の状況に応 じた支援計画の策定等）

○ サービス評価の実施
○ 社会的養護関係者に対する養成、研修の拡充 等

7 ．その他
○ 学校教育との連携



資料2

社会的養 護の あり方 に関する専門委員会 検討課題及び 各委員発言状況

検討 課 題 検 討課題 と委 員か らの意見 関係団体研究会等 の意見 虐 待防止専 門 委鼻会 提言

1 ． 社会的 蓋護 のあ り方 につ いて ○社会 的罵護の 目的

・社 会的子育て のセ ーフテ ィネ ッ トの 役割
・子 どもの権利 擁護
・育 児の社会化 （子 どもは 社会の中で育 つと いう視点）
・人 は人と して守 られる、 という発信
・地 域養護、周 辺サ ポー トを加える

・最善の利益 に配 慮 した人権 ・発達 の保障 （子 どもの権利 擁護 ・

発達権の保障、 自立支援 （児童養 護施設 近未来 像）

・子 どもと大人 との信頼関係の 構築 、愛書 関係の 再形成 （同近未
来像）

・家族 再統合、再 統合が困難な場合 の新 しい家族関 係の再 建 に向
けた援助 （同近来 釆像）

○施設 責護と家庭 的養護 等の 果たすべき機能 と協働

・施 設養護か ら家庭 的責護 へ
・施 設 と里親 の共 存、施 設機能 と里 親機能の 融合の視点、 これら
を関連づけ た議論

・施 設、里親 、地域 サー ビスが連動す ること が必要

・施 設責護か里親 責譲か という＝者択 一的な と らえ方 から脱 却

し、 パ⊥ トナ ーと して相互連携 ・協力す る必要 （児童養 護施設
近未来 像、里親 制度研究会）

○多様 なニー ズに応 えるサ ービスのあ り方

○その 他

・この分野 への これ までの 社会的コス トの投入が 不＋分
・社 会に向け た発信 してい ＜必要
・当面の課題 と中長 期課題 の混在の整理
・子 どもの視点 で考 える ことが必要

・要保護 児童問題 に対応 してきた社 会的善 護サー ビスを含 む新た

な 「社会的子 育て支援 システム」の構 築 （児暮兼護 施設近 未来
像）

2 ． 施 設養護 のあ り 方 （施設サ ー ビ

ス体系 のあ り方等 ） につい て

○ケ ア形態の 小規模 化 （子 どものニ ースに対応 する家庭的 ・個別的
ケ ア等の強化 ）とそ の支援 のあ り方

・小規模化 は職員 配置 と合わせての検 討が必 要
・児童自立支 援施 設につ いても小規模 化の検討が 必要
・小 規模化 を支え るサポ ー トシステムが重 要
・生 活の単位 を小 さ＜ した 、完結型の 家庭的ユニ ット

・小規模化 の必要性 （児童糞謹施設 の規模 の縮小、 里親妻吾毛の拡
大の両 面か ら実施 ）（児童養護施 設近未 来像）

・居住機能 の地域分散 化、個別化 とそれを可 能 とす る職員配 置等
＋分 な財政的裏付 けが必要、第一 段階 と してユニ ッ トケ アヘの
転換 （同近未来 像）

・小規模 施設の機 能を補完 ・支援する基 幹施設 （ア セスメ ン ト、
治療、家 族調整機 能）の設走 （同近 未来 像）

・養育単位 の小規模 化、担当養育制 （乳児院 委員会 ）

・施 設 の小 規 模 化 や里 親 制度 の
充 実 を基 本 に しな が ら、あ り
方 を検討 （委員 会）

○生 活機能 と治 療機能 及び教 育機能な どのケア機能 強化

・現行の施設種 別 を取 っ払 った検討が 必要
・子 どもの ケー スワ ーク機能 を付 与する ことが必要
・施設に対 する社 会的ステ イクマを取 り除＜ ことが必要

・心理療 法担当職 員の全施設配置、 常勤化 （児童養 護施設近 未来
像）

・セラピス トを複 数配意 し、環境療 法を実施 でき る心理的 ケア機
能強 化型 施設の検 討 （同近未来像 ）

・乳 児院 における乳 幼児虐待ケアセ ンター機 能 （アセスメ ン ト、
子どもへの治療 的養育、 保護者への援 助等） の整備 （乳児 院妻
員会）

・生 活 と治 療 の 両 側面 の 充実 が
必要 （委員 会）

・ケ ア と治 療 を 目 的 と した中 核
拠 点 施設 を定 め 、 そ こを 中心
と した支 援 の モ デル 実 施 （委
員会 ）

○ 子ど宅に対 する連続 的な ケアの提供

・子ど もにあ った オーダ ーメイ ドのケ アが必要

・居住型 社会的よ諌 サービスの統合 の道を模 索、ゆ るやか な再績
（児童蕉譲施設近 未来像）

・措置変更 時期の柔 軟化 （乳児院委 員会）
・慣 らし保 育の実施 など児童姜護施設 との連携 （同 委員会 ）

・乳児 院 と児 童 善 護施 設 の関 係
につ いて検 討 （委 員会 ）

○ケア担当職 員の質 的 ・量 的な確保

・施設の役 割で コア とされ る部分は レベルア ップが必要
・職員 の配 置基準 につい ての見直 しが必要

・個別 対応を可能 とする職員配置基準 の改善 （児童 養護施 設近未
来像）

・保育 士養成課程の 見直 し （同近未来 像）
・地域 小規 模児童女 捷施設の増設 （圏近未来 像）
・研修体系 の整備、 研修の評価 （乳 児院委 員会）

・直接 処遇職員の増 員 （1 対 1 ）、家庭支 援専 門相害炎鼻、 心理 療
法担当職 員等の専 門職員の常勤配奄 （同委 鼻会）

・施 設 の満 杯 状 態 への 早 急な 対
応が 必要 （委員 会）

・実 習 を充 実 さ せ た研 修 （妻 鼻
会）

・ケ ア に関 わ る 研 修プ ログラ ム
の 開 発、 ケ ア ワ ーカ ーの事 成
（妻 兵会 ）

・職 員 のメ ンタ ル ヘル ス のた め
の 相 談体 制 の 確保 、 ス ーパ ー
パイザ ーの 配荘 （至 ■会）

・担当職 員数 の拡充 につ いて も
検討 （委 員会 ）

・措毒筆体 系の 見直 しや♯低 基
準の改善 に ついて検 討



横 言寸課 題 検 討課 題と委 員か らの意見 関係 団体研究会等の 意見 虐待防止 専 門委 員会 提言

2 ． 施設 養護 の あ り方 （施 設サ ー ピ

ス体系 のあ り方 等）に ついて

○地 域支援機能な どの在 宅支 援機 能強化

・里親に対す る支援 も必 要
・在宅で、で きる だ け親 子分離 を しな いよ うな支援 の方 法 を検討
すべき

・規子分離を しな い生活施 設は、親子 関係の 再生に有用

・児童家庭支援 セ ンタ ーの増設 と市町 村実施主 体化 （児童養 護施

設近未来像 ）

・訪問 ・適所型 社会的 養護サー ビスの 充実 および開 発 （同近 未来
像）

・乳児院によ る居宅へ の訪問型育児支 援サ ービスの検 討 （乳 児院
委員会）

・入 所児 童 中 心 力＼ら外 を向 いた

仕事が 求め られ る （安 達）

・児 童家 庭 支 援 セ ン タ ーを核 に
した地 域 支 援 の あ り方 を検 討
（委員 会）

・施 設の ノウ ハ ウ を 活用 した 在
宅 支援 を行 う た め、 児 童家 庭
支援 セ ンタ ー の 整備 促 進、 フ

アミ ー」－ ソ ー シ ャ ルワ ーカ ー
の配置 が必 要 （委員会 ）

○一 時保護機能 のあ り方等 ・混在解消 のため の一時保護 施設のあ り方 を検 討する 必要 （児童

養護施設 近未 来像）

・一時保護委 託辛の改 善 （乳児院委 員会）

3 ． 家 庭的 養護 ．（里 親 ・グル ープケ

ア等 ）の あ り方 につ いて

○ 里親制度 の普 及 ・啓 発

・多様な 家族 を受 け入れ る風土、啓 発必要
・最初 から完璧な 里 親を認 定しよ うという発想 から脱却 、段階 的
に里親 を作り出 す ことが必要

・多様 な里親形 態、 活用形 態の 推進 （週末里親、里 親型グルー プ
‘ホ ーム等）

・複数の 里親 登録 の促進 が必要

・里親 ・専門里 親の開拓 、啓発 （乳 児院委員会 ）

・里親の名称 の検討 （里親制度研究会 ）
・里親の社会 福祉事業 化の検討 （同研 究会）
・養子縁組 との混同が 親の委託同意 を妨げて いる との 指摘 （同研
究会）

・普及 しな い 原 因 究明 とそれ を

踏まえた 対 策 （委員会 ）

○専門性 の確保 ・福祉専門職 と しての 里親を位置付 け （里親制 度研究 会）

・虹セ ンタ ーなどでの 研修の実施等研 修の充実 （同研 究会）

・実習 を充 実 さ せ た研 修 によ り

職員の意 識 向上 を図 る

○里親機能 の拡充

・特 別養子縁組制 度の 活用 も必要 な方向性

・里親フ ァミリーホ ーム （グループ ホーム）の 創設 （児童葉 書彗施

設近未来像 、里親制 度研究会）

・青年短期里 親の創設 （同研究会）

・短期里薫別こよる子育 て支援短期利用 事業の実 施 （同研究会 ）
・専門里親、 親族里親 に対する委託児 童の拡大 （同研 究会）

○里親 支援機能の 強化 等

・児童相談所の サポ ー トが不十 分

・里親研修、 養育実習 、相談な ど里親 への支援、 児童 家庭支 援セ

ンタ ーな どによる相 談 ・支援 （乳児 院委員会 ）

・児童福祉施 設にフ ァミリーソ ーシャルワーカ ーを配 置 し、 里親
か らの相 談、研修、 レスバイ トケア 、関係調整 な と、里親 支援
機能 を拡 充 （里親制 度研究会）

・里親手当 の改善 （同研究会）

・里親サ ロンの創設 （同研究会）
・里親担当 児童福祉 司の配置 （同研究 会）

・レスバ イ トケ ア、 ケ ア ワー ク
含め 、 施 設 が 里親 を支 援す る

休制 （委 員 会）

4 ． 家族 関係 調整 及び地 域支援 に つ

い て

○ 家族への支援 や親権 者 との関係調整

・家族 への支 援を 常に並 行 して考える ことが必要
・親権 者との関係 性、 コン ト0 －ル を考える ことが 必要

・親 自身への精神 的なサ ポー トの仕組 みが必要

・常勤のフ ァミ リーソーシ ャルワーカ ーを配 l し、家 族調整 （児

重責護施 設近未来 像）

・規に対す る援助の 制度化、司法介入 、親権の 見直 し、未成年 後
見制度の 改善 （同近 未来像）

・親子訓練 室の活用 による母子入所 など親子の 愛書形 成のため の
計画 的な 取 り組み （乳児院委員会）

・保護者 との関係強 化、援助技術の習 得は じめ 親 との コミ ュニ ケ

ーション技術の 向上 （同委員会）

・児童相談 所との 関係強化、家庭支援 専門相談 員によ る連携 （同
委員会）

○関 係機関との連携 、地 域における サポー トシ ステムの確立



検 討課題 検 討課題 と委員か らの意 見 関係 団体研究会等 の意見 虐待 防止専 門 委員会 提言

5 ． 年 長の 子 ども や青 年に対 す る自
立支 援 につい て

○年長 の子ど もや青年 に対す る支援 （生活 ・住居 ・就労 ・進学等 ）

のあ り方

・自立支援里親 の創 設 （里親制度 研究会） ・生 活 拠 点 の確 保 や就 労 支 援 を

も視野 に 入れた 検討 が必要

○ 自立 援助 ホ ームの機 告巨や役割の 強化

・年 齢の枠 を超えた 対象につい て も議 論が必 要

・整備 ・拡充 が必 要

○その 他

・家庭 に帰れ ない、 自ら帰宅 を拒否す る子 どもへの 対応が必 要

6 ．社 会 的養 護の質 の向上 ○子 どもの権利 擁護の 強化

・里 親委託 された 子どもの 権利擁 護の仕 組み必要

・児童相談所 の権利擁 護機関化 （児童姜諸 施設近未来 像） ・施 設 内 虐 待 を防 止 する 体 制 や

施 設 内 で の子 どもの 行 動 上の

問題 に対応 する 体制が 必要 （妻
員会 ）

○施設 入退所等 に関す るアセ スメ ン トの策定

・子どもに と っての 最善の利益 の見立 て、専 門性判 断

・児童相談所 がア セスメ ン トを明確 に行 うことが必 要

・援助計画の 策定 と再 評価、その 際の児童相 言炎所 との 連携 （乳児

院委員会）

・児童相談所 におけ る的確 なアセ スメン ト手法の開発 とそ れに基
づ ＜義育支援 計画の 策定 （里親制 度研究 会）

・最 適 の社 会 的 養 護 を提 供 す る

た め の 的確 な ア セ スメ ン トが

必要 （委員 会）

・施 設 の退 所 等 に 際 して の 宮概
的 な ガ イ ドラ イ ンの 策 定 （妻
員会）

・親 と 子が 惹 か れ て いる 状 況 を
客 観 的 に判 断 す るア セ ス メ ン

トツ ールの 開発 （委員 会）

○支援 プログ ラムのあ り方（個々の 状況に応 じた支援計画の 設定等 ）

・社会的ス キルの 獲得の ため、社 会体験 型の自立支援 プロク ラム
が必要

・自立と支 援の観点 から、 アフタ ーケ アは重要

○サ ービス評 価の実施 ・第三者 機関 によ るチ ェック シ

ステム （委 員会 ）

・客研的 な評 価を 進める ための
評価者 の養 成 （委員会 ）

○ 社会的養護 関係者 に対する 姜成、研 修の拡充

7 ． その 他


